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洋
上
風
力
発
電
っ
て
何
？

　

洋
上
風
力
発
電
と
は
、
海
洋
上
に
お
け
る
風

力
発
電
の
こ
と
で
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少
な
く
、
陸
上
よ

り
も
大
き
な
電
力
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
発
電
事
業
と
し
て
脚
光
を
浴
び

て
い
ま
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
に
は
、
風
車
を
海
底
に
埋
め

込
む
「
着
床
式
」
と
、
海
に
浮
か
せ
る
「
浮
体

式
」
の
２
種
類
あ
り
、
岩
船
沖
は
遠
浅
な
こ
と

か
ら
「
着
床
式
」
が
適
し
て
い
ま
す
。

　

海
の
上
に
風
車
を
建
て
て
発
電
す
る
「
洋
上
風
力
発
電
」。
風
資
源
に

恵
ま
れ
遠
浅
な
岩
船
沖
は
、
洋
上
風
力
発
電
導
入
の
可
能
性
が
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
の
実
現
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
地
域
経
済
へ
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
地
域
を
は
じ
め
市
民
み
な
さ
ん
の

理
解
と
協
力
の
も
と
、
岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

教
え
て
！
岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電

特集

着床式洋上風力発電のイメージ図



3　　2015.2.1

ど
ん
な
事
業
な
の
？

　

岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
は
、
岩
船
の
沖
合
約

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
、
水
深
10
メ
ー
ト
ル
か
ら

35
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
荒
川
か
ら
三
面
川
ま
で
の

約
２
７
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
海
域
に
、
着
床
式

の
風
車
を
数
十
基
設
置
す
る
も
の
で
、
20
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
大
規
模
な
洋
上
風
力
発
電
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
規
模
は
一
般
家
庭
の
約
15
万
世
帯
以
上

の
年
間
消
費
電
力
に
相
当
す
る
も
の
で
、
こ
の

よ
う
な
海
域
で
の
大
規
模
な
洋
上
風
力
発
電
と

し
て
は
、
国
内
で
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

岩船沖洋上風力発電の対象海域想定図

こ
れ
ま
で
の
経
過
は
？

研
究
会
の
設
置

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
25
年
６
月
に
名
古
屋
大

学
ら
研
究
機
関
が
、
岩
船
沖
に
お
け
る
大
規
模

な
洋
上
風
力
発
電
構
想
を
、
本
市
に
提
案
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
に
は
、
漁
業
関
係
者
を
は
じ

め
地
域
の
関
係
者
や
学
識
経
験
者
ら
で
「
岩
船

沖
洋
上
風
力
発
電
に
関
す
る
研
究
会
」
を
設
置

し
、
岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
導
入
の
可
能
性
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
研
究
結
果
が
報
告
さ
れ
、
６
項
目

の
配
慮
す
べ
き
事
項
を
付
し
「
岩
船
沖
に
お
け

る
洋
上
風
力
発
電
事
業
の
実
現
の
可
能
性
は
高

く
、
事
業
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

べ
き
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

研究会の様子

講
演
会
や
課
外
授
業

　

洋
上
風
力
を
地
域
住
民
や
市
民
の
み
な
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
こ
れ
ま
で
講
演
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
名
古
屋
大
学
の
安
田
教

授
を
講
師
に
招
き
、
平
成
26
年
６
月
か
ら
７
月

に
か
け
て
、
岩
船
沖
の
近
隣
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ

地
域
講
演
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
９
月
に
は
教

育
情
報
セ
ン
タ
ー
で
市
民
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ま
た
９
月
に
岩
船
沖
の
近
隣
小
学
校
３
校
で

課
外
授
業
を
行
い
、
洋
上
風
力
の
知
識
を
深
め

て
も
ら
い
ま
し
た
。

推
進
委
員
会
を
設
立

　

研
究
会
の
結
論
や
、
市
議
会
で
「
岩
船
沖
洋

上
風
力
発
電
事
業
の
導
入
推
進
に
関
す
る
決

議
」
が
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
市
で
は
、
岩
船

沖
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
村
上
市
岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
推
進

委
員
会
」
を
平
成
26
年
11
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

推
進
委
員
会
は
市
の
条
例
で
定
め
た
機
関
で
、

発
電
事
業
者
の
評
価
選
定
や
、
計
画
に
関
す
る

協
議
調
整
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地域講演会の様子

小学校課外授業の様子
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心
配
さ
れ
る
こ
と
は
？

　

洋
上
風
力
発
電
が
で
き
る
こ
と
で
、
い
く
つ

か
心
配
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
研
究
会
で
報
告
さ
れ
た
６
項
目

の
配
慮
す
べ
き
事
項
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
対
す
る

配
慮

　

洋
上
風
力
発
電
の
風
車
か
ら
発
せ
ら
れ
る
低

周
波
音
や
振
動
な
ど
が
、
地
域
住
民
の
生
活
環

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

考
え
、
影
響
の
可
否
に
つ
い
て
十
分
調
査
す
る

と
と
も
に
、
関
係
住
民
の
意
見
等
を
十
分
に
踏

ま
え
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
環
境
に
対
す
る

配
慮
が
必
要
で
す
。

景
観
と
の
調
和

　

洋
上
風
力
発
電
の
整
備
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
固
有
の
里
地
里
山
の
風
景
や
美
し

い
景
観
と
調
和
す
る
よ
う
に
配
慮
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
風
車
の
景
観
が
観
光
資
源
と
し
て
活
か

さ
れ
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
配
慮
が
必

要
で
す
。

期
待
さ
れ
る
こ
と
は
？

地
球
温
暖
化
対
策
に
有
効

　

地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
現
在
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
は
、
日
本
だ
け
で
な
く

世
界
規
模
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
洋
上
風
力
発
電
は
、
地
球
温
暖

化
対
策
に
極
め
て
有
効
な
発
電
で
あ
り
、
他
の

地
域
の
模
範
と
な
る
も
の
で
す
。

地
域
に
も
た
ら
す
経
済
効
果

　

洋
上
風
力
発
電
が
実
現
す
れ
ば
、
大
勢
の
就

労
者
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
雇
用
が
図

ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
か
ら
も
大
勢

の
就
労
者
が
入
っ
て
く
る
こ
と
で
消
費
が
拡
大

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
風
車
の
並
ぶ
景
観
を
観
光
資
源
に
活
か

す
こ
と
で
、
集
客
効
果
や
知
名
度
が
高
ま
り
、

観
光
は
も
と
よ
り
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
効
果
は
、

市
の
行
政
運
営
に
も
多
大
な
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
か
ら
、
本
市
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。

洋
上
風
力
で
地
域
活
性

　

洋
上
風
力
発
電
事
業
は
、
大
き
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
地
域

に
与
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
注

目
さ
れ
る
の
が
、「
仕
事
が
増
え
る
こ
と
」、

「
人
口
が
増
え
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
地
域

が
盛
り
上
が
る
こ
と
」、
の
３
つ
で
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
に
は
、
製
造
、
組
立
、

整
備
、
運
営
な
ど
の
直
接
的
な
こ
と
の
ほ

か
、
そ
れ
ら
を
間
接
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
な
ど
、
多
く
の
仕
事
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
地
域
に
仕
事
が
増
え
る
と
な

れ
ば
、
人
口
が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
生
活
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
衣
食
住
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
需

要
が
生
ま
れ
、
そ
の
需
要
に
応
え
る
サ
ー

ビ
ス
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
仕
事
、

人
口
、
消
費
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
を
盛
り
上
げ
る
可
能
性
が
大
い
に
期

待
で
き
ま
す
。

　

村
上
市
は
、
北
前
船
の
交
易
に
よ
り
商

港
、
漁
港
と
し
て
栄
え
た
港
町
と
し
て
の

歴
史
も
あ
り
ま
す
。
洋
上
風
力
発
電
事
業

の
実
現
で
、
か
つ
て
北
前
船
で
賑
わ
っ
た

時
代
が
よ
み
が
え
り
、
こ
の
地
域
が
大
い

に
活
性
化
す
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

名古屋大学

安田公昭　教授
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こ
れ
か
ら
の
予
定
は
？

発
電
事
業
予
定
者
の
選
定

　

平
成
26
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
岩
船

沖
洋
上
風
力
発
電
に
意
欲
の
あ
る
事
業
者
か
ら

企
画
提
案
書
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

複
数
の
事
業
者
か
ら
応
募
が
あ
り
、
現
在
、

評
価
選
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
月
中
に

推
進
委
員
会
で
発
電
事
業
予
定
者
が
決
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　

特
定
の
開
発
事
業
を
行
う
と
き
、
建
設
前
に

あ
ら
か
じ
め
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
を
行
う

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
環
境
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
す
か
を
調
査
・
予
測
・
評
価
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
て
多
く
の
人
か
ら
意

見
を
聞
き
、
よ
り
良
い
事
業
計
画
を
作
り
上
げ

て
い
く
制
度
で
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
事
業
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

は
、
発
電
事
業
者
自
ら
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

工
事
の
時
期

　

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
要
す
る
期
間
は
約
３

年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
許
認
可
な

ど
の
手
続
き
を
経
て
工
事
に
入
り
ま
す
の
で
、

工
事
開
始
は
早
く
て
も
平
成
31
年
以
降
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
建
設
す
る
規
模
に
も

よ
り
ま
す
が
、
工
事
開
始
か
ら
２
、
３
年
で
完

了
し
運
転
開
始
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
の
役
割

　

こ
の
事
業
は
、
民
間
事
業
者
が
自
己
資
金
で

整
備
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
市
は

地
域
関
係
者
と
事
業
者
間
の
調
整
を
行
う
な
ど
、

主
に
側
面
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
事
業
の
計
画
や
進
展
状
況
な
ど
、
説

明
会
や
市
報
な
ど
を
通
し
て
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ

　

環
境
課
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

自
然
環
境
の
保
全
と
の
調
和

　

洋
上
風
力
発
電
が
周
辺
の
野
生
動
植
物
や
自

然
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
考
え
、
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
を
十
分
調

査
し
、
自
然
環
境
の
保
全
と
の
調
和
に
配
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
海
岸
浸
食
へ
の
影
響
や
、
三
面
川
と
荒

川
を
遡
上
す
る
鮭
、
マ
ス
、
ア
ユ
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
特
に
配
慮
が
必
要
で
す
。

漁
業
関
係
者
お
よ
び
岩
船
港
利
用

者
と
の
調
整

　

風
車
の
設
置
場
所
を
決
め
る
と
き
は
、
漁
業

関
係
者
を
は
じ
め
粟
島
汽
船
や
貨
物
船
な
ど
の

岩
船
港
利
用
者
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
調

整
が
必
要
で
す
。

地
元
と
の
情
報
・
意
見
の
共
有

　

地
域
合
意
の
も
と
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
社
会
と
の
良
好
な
関
係
を
構
築
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
説
明
会
な
ど
を
開

催
し
、
地
元
へ
の
適
切
な
情
報
共
有
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

地
域
の
発
展
に
資
す
る
取
組
の
検
討

　

洋
上
風
力
発
電
に
よ
り
地
域
の
発
展
を
最
大

限
に
も
た
ら
す
た
め
に
、
発
電
事
業
者
と
地
域

関
係
者
お
よ
び
行
政
と
が
連
携
し
、
地
域
の
発

展
に
資
す
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。


